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会 議 録（要点筆記） 

会  議  名  第１回 第６期米原市自治基本条例推進委員会 

開 催 日 時 平成30年２月９日（金）午後３時00分～午後４時30分  

開 催 場 所  米原庁舎 会議室２Ａ 

出席者および欠席

者  

出席者：白石委員、山本委員、松井委員、竹中委員、大楽委員、堀井委員、要石

委員、田中委員、谷口委員 

事務局：平尾市長、政策推進部 宮川次長 

政策推進課 清水課長補佐、渡邉主任 

傍 聴：なし 

欠席者：鈴木委員 

議    題 ・委嘱状の交付および会長、副会長の選出について 

・第６期 自治基本条例推進委員会の取組方針について 

・提案書に基づいて制度化した取組・事業などについて  

結    論 

 

・委員互選により、会長は白石委員、副会長は山本委員に決まった。 

・第６期 自治基本条例推進委員会の取組方針は、原案のとおりとなった。 

・各種取組・事業等について意見交換を行った。 

審 議 経 過 

（主な意見等を原

則として発言順に

記載し、同一内容

は一つにまとめ

る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 委嘱状の交付 

４ 議題 

議題（１）会長・副会長について 

委員互選により、会長は白石委員、副会長は山本委員に決まった。 

 

議題（２）米原市自治基本条例および自治基本条例推進委員会の役割について 

 ※事務局から資料１、参考資料１、参考資料２に基づき内容を説明。 

（意見なし） 

 

議題（３）第６期 自治基本条例推進委員会の取組方針について 

 ※事務局から資料２に基づき内容を説明。 

 

 説明のあった取組方針（案）のとおり、進めることとしてよいか。 

（一同：異議なし） 

 異議なしとのことから、この取組方針で委員会を進めていくこととしたい。 

 

議題（４）提案書に基づいて制度化した取組・事業などについて 

※事務局から資料３、資料４、参考資料３に基づき内容を説明。 

 

 事務局から紹介された制度や取組について、皆さんの各種活動や日々の生活と
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

副会長 

の接点がある制度や取組がいくつかあったと思う。せっかくの機会なので、本日

の感想や日々の活動内容、行政に改善して欲しい点など、１人ずつ順番でお話し

いただきたい。 

 

 自分たちの地域のことについて、何をどう変えたら良いかわからないし、普段

は仕事も抱えているので、実際に行動するための時間も無い。 

柏原では空き家を改修して活用する事業を行っているようだが、地域や自治会

ももっと関わり、地域のまちづくりの一環として複合的にやってほしい。 

 

 現在、伊吹まちづくり実行委員会委員としてまちづくりに関わっている。この

実行委員会が実施している｢伊吹のお田植え祭｣は当初は伊吹生産組合が始めたも

のだったが、当初は早乙女役を探すのに苦労した。こういったまちづくり事業を

続けていくには子ども会や学校など、幅広く連携することが重要である。 

 

NPO法人五環生活では、レンタサイクルなどを通じてエコな暮らしに関する各

種取組を行っている。米原市の総合戦略で若者の移住・定住に向けた取組を行っ

ているが、若者を取り込むには就労先または収入を確保することが重要である。 

 

現在、ルッチまちづくりネットでは、｢米原まちづくろい会議｣の開催などを通

じて、まちづくりのプレーヤーを探したり、プレーヤー同士の連携を図ってい

る。ぜひ、委員の皆さんも関心があれば参加していただきたい。 

 

知らない制度や取組が多かった。これらの制度や補助金などは、普段からアン

テナが高い人でないと使えないので、行政からサポートがあると嬉しい。 

また、各種情報はネットで公開中と言われるが行政からの一方通行の情報であ

り、実際には市民まで届かない。ぜひ情報発信の方法を改善してほしい。 

 

 地域お茶の間創造事業を地域で行っていて、その事業の中で子育て支援などに

も取り組んでいる。当初は若い世代との交流が少なかったが、現在では３～４世

代の方が集まる、地域の交流の場となっている。特に男性がボランティアとして

協力してもらえることが非常に心強い。 

 

個人や団体毎にニーズが異なる観光について、広く行政テーマとして取り組ん

でいくのは難しいと思うので、協働等により消費者視点を大事にした取組を行っ

ていくべき。また、観光客は自治体単位で観光するわけでないので、広域で取り

組んでいくことが重要である。 

 

情報提供として、兵庫県朝来市では、地域の思いにこたえるために職員が子育



  

- 3 - 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

て世代向けの勉強会などを行っている。また、市民意識調査のデータより、就労

や交通などの要因が若者の定着を阻害している可能性が読み取れるので、こうい

った点も改善を図っていく必要がある。 

 

委員のみなさんから様々な話題を提供していただいた。取組方針にもあったと

おり、次回以降、本日の意見も含め、分野ごとに踏み込んで検証評価していきた

いと考えているので、よろしくお願いしたい。 

 

５ 閉会 
 

会議の公開・非公

開の別 

■公 開   傍聴者： ０人  

□一部公開  

□非 公 開  

 一部公開または非公開とした理由  

（                                                 ） 

会議録の開示・非

開示の別 

■開 示  

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                                    ）  

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無  

録音テープ記録  □有  ■無 

担  当  課 政策推進課（内線91-246） 

 


